
平成™™年š月™ 日 月曜日 第œ™Ÿ˜号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
四
十
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
塚
都
市
計
画
事
業
真
田
・
北
金

目
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
（
第
二

回
）
に
つ
い
て
、
そ
の
関
係
図
書
を
次
の
よ
う
に
縦
覧
に

供
す
る
た
め
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政

令
第
四
十
七
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

縦
覧
開
始
の
日

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
日
（
縦

覧
期
間
二
週
間
）

二

縦
覧
場
所

神
奈
川
県
伊
勢
原
市
笠
窪
三
百
五
十
六

番
地

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
神
奈
川
中
部
開

発
事
務
所

三

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十

分
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
四
十
一
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

雲
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
並
び
に
こ
れ
ら
の
土
地
に
接
す

る
河
川
及
び
道
路
の
内
そ
の
接
し
て
い
る
区
間
の
河

川
敷
及
び
道
路
敷
（
昭
和
二
十
一
年
内
務
省
告
示
第

一
号
で
指
定
し
た
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

福
井
県
大
野
市

巣
原二

五
字
向
ヒ
岳

一
番
一

一
番
一
五

二
六
字
中
ノ
平

一
番
一
〇

一
番
一
二
か
ら
一
番
一
四
ま
で

熊
河七

字
落
合

一
番
一
か
ら
一
番
五
一
ま
で

八
字
濃
尾

一
番

一
〇
字
東
宮
谷

一
番
一
〇
か
ら
一
番
一
二
ま
で

一
一
字
中
ノ
平

一
番
六
か
ら
一
番
九
ま
で

一
二
字
桐
ヶ
平

一
番
二

一
番
八
か
ら
一
番
一
〇
ま
で

二
〇
字
中
山

一
番
一
三
か
ら
一
番
一
七
ま
で

温
見四

字
B
洞

一
番
三

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

滝
波
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地

福
井
県
勝
山
市
北
谷
町
小
原
五
八
字
上
谷

七
番
二

八
番
二

九
番
二

〇
環
境
省
告
示
第
二
十
号

土
壌
汚
染
対
策
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
二
十
三
号
）
及
び
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
令

及
び
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
の
施
行
に
伴

い
、
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
三
十
六
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
負
担
能

力
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
六
年
一
月
環
境
省
告
示
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
第
一
号
イ
中
「
第
二
十
一
条
第
一
号
」
を
「
第
四
十
五
条
第

一
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
及
び
ハ
中
「
命
ぜ
ら
れ
た
」
を
「
指
示
さ
れ
た
」
に
改
め
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
二
十
一
号

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
環
境
省
令
第
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
次

に
掲
げ
る
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

一

搬
出
す
る
汚
染
土
壌
の
処
分
方
法
（
平
成
十
五
年
三
月
環
境
省
告
示
第
二
十
号
）

二

搬
出
す
る
汚
染
土
壌
の
処
分
に
係
る
確
認
方
法
（
平
成
十
五
年
三
月
環
境
省
告
示
第
二
十
一
号
）

〇
環
境
省
告
示
第
二
十
二
号

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
二
年
環
境
省
令
第
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並

び
に
土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
六
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
、
第

三
項
第
四
号
並
び
に
第
四
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
五
年
三
月
環
境
省
告
示
第
十
六
号
（
土
壌
ガ
ス
調
査

に
係
る
採
取
及
び
測
定
の
方
法
）
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

第
一

平
成
十
五
年
三
月
環
境
省
告
示
第
十
六
号
（
土
壌
ガ
ス
調
査
に
係
る
採
取
及
び
測
定
の
方
法
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
五
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
六
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、「
調
査
対
象
物
質
」
を「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」

に
改
め
る
。

第
二

平
成
十
五
年
三
月
環
境
省
告
示
第
十
七
号
（
地
下
水
に
含
ま
れ
る
調
査
対
象
物
質
の
量
の
測
定
方
法
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
五
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
六
条
第
二
項
第
二
号
」
に
、「
調
査
対
象
物
質
」
を「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」

に
改
め
る
。

第
三

平
成
十
五
年
三
月
環
境
省
告
示
第
十
八
号
（
土
壌
溶
出
量
調
査
に
係
る
測
定
方
法
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

「
第
五
条
第
三
項
第
四
号
」
を
「
第
六
条
第
三
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
四

平
成
十
五
年
三
月
環
境
省
告
示
第
十
九
号
（
土
壌
含
有
量
調
査
に
係
る
測
定
方
法
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

「
第
五
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
六
条
第
四
項
第
二
号
」
に
、「
調
査
対
象
物
質
」
を「
試
料
採
取
等
対
象
物
質
」

に
改
め
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
二
十
三
号

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
四
十
三
条
第
二
号
（
同
令
第
五
十
条
第
一

項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
要
措
置
区
域
内
に
お
け
る
土

地
の
形
質
の
変
更
の
禁
止
の
例
外
と
な
る
行
為
及
び
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
内
に
お
け
る
土
地
の
形
質
の
変
更
の
届

出
を
要
し
な
い
行
為
の
施
行
方
法
の
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
九
日

環
境
大
臣

小
沢

鋭
仁

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
第
四
十
三
条
第
二
号
（
同
令
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
環
境
大
臣
が
定
め
る
要
措
置
区
域
内
に
お
け
る
土
地
の
形
質
の
変
更
の
禁
止
の
例
外
と
な
る
行
為
及
び
形
質
変

更
時
要
届
出
区
域
内
に
お
け
る
土
地
の
形
質
の
変
更
の
届
出
を
要
し
な
い
行
為
の
施
行
方
法
の
基
準
は
、
次
の
各
号
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

土
地
の
形
質
の
変
更
に
着
手
す
る
前
に
、
当
該
土
地
の
形
質
の
変
更
の
範
囲
の
側
面
を
囲
み
、
基
準
不
適
合
土
壌

の
下
に
あ
る
準
不
透
水
層
（
厚
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
透
水
係
数
が
毎
秒
一
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル

以
下
で
あ
る
地
層
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
遮
水
の
効
力
を
有
す
る
地
層
を
い
う
。
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）で

あ
っ
て
最
も
浅
い
位
置
に
あ
る
も
の
の
深
さ
ま
で
、
鋼
矢
板
そ
の
他
の
遮
水
の
効
力
を
有
す
る
構
造
物
を
設
置
す
る

こ
と
。

二

土
地
の
形
質
の
変
更
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
前
号
の
構
造
物
に
よ
り
囲
ま
れ
た
範
囲
の
土
地
の
地
下
水
位
が
当

該
構
造
物
を
設
置
す
る
前
の
地
下
水
位
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

三

原
位
置
封
じ
込
め
、
遮
水
工
封
じ
込
め
、
地
下
水
汚
染
の
拡
大
の
防
止
又
は
遮
断
工
封
じ
込
め
の
指
示
措
置
等
が

既
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
形
質
の
変
更
が
終
了
し
た
時
点
で
当
該
措
置
の
た
め
の
構
造
物

等
を
原
状
に
回
復
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

四

最
も
浅
い
位
置
に
あ
る
準
不
透
水
層
よ
り
深
い
位
置
に
あ
る
帯
水
層
ま
で
土
地
の
形
質
の
変
更
を
行
う
場
合
に

は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

土
地
の
形
質
の
変
更
を
行
う
準
不
透
水
層
よ
り
浅
い
位
置
に
あ
る
帯
水
層
内
の
基
準
不
適
合
土
壌
又
は
特
定
有

害
物
質
が
当
該
準
不
透
水
層
よ
り
深
い
位
置
に
あ
る
帯
水
層
に
流
出
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

ロ

最
も
浅
い
位
置
に
あ
る
準
不
透
水
層
よ
り
深
い
位
置
に
あ
る
帯
水
層
ま
で
の
土
地
の
形
質
の
変
更
が
終
了
し
た

時
点
で
、
当
該
土
地
の
形
質
の
変
更
が
行
わ
れ
た
準
不
透
水
層
が
本
来
の
遮
水
の
効
力
を
回
復
す
る
こ
と
。
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